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  新年明けましておめでとうございます。本年の干支は「寅」です。私達のスポーツチャンバラ 

活動も動物の王者「虎」に挑み、親しむような飛躍の年であって欲しいものです。 

○今年は従来の活動に加えて、早々から特にチャレンジするべき下記の重要課題があります。体験

会、インストラクター講習会、段位審査会、審判講習会等の積極的・機動的な実施を通じて、和

歌山県協会の組織・指導体制の充実・強化を図るべき時期の到来です。諸役員・会員の皆さまの

これまでの地道な努力が結実を迎える、この時節を大切にしたいものです。 

①2015 年和歌山国体デモンストレーション競技実現への取り組み。 

②白浜町でのインストラクター講習会と段位審査会等の実施。 

③串本町での講習会等と道場立ち上げ。 

○2010 年期の主な行事予定。 

  ①第 4期定時総会(昨期は 2月 10 日)。 

  ②第 18～23 回合同稽古会・研鑽会・交流稽古会(奇数月の第 3土曜日)。 

  ③「孫市まつり」への参加。(昨期は 3月 29 日) 

  ④第 4回和歌山県協会段位審査会(昨期は 6月 21 日)等。 

  ⑤第 3回和歌山県協会審判講習会(昨期は 6月 21 日)等。 

  ⑥合宿(昨期は取り止め：7月 25～26 日) 

   ⑦第 7回和歌山大会実行委員会：第 1回(昨期は 7月 18 日)。 

  ⑧第 7回和歌山大会実行委員会：第 2回(昨期は 8月 25 日)。 

  ⑨第 7回和歌山大会(昨期は 10 月 4日)。 

  ⑩白浜町インストラクター講習会・段位審査会・道場立ち上げ。 

  ⑪串本町インストラクター講習会・道場立ち上げ。 

  ⑫和歌山県レクリエーション協会主催行事への参加。 

  ⑬和歌山県体育協会との連携。 

    ⑭その他の必要な行事。 

 

       ☀ 鏡開き☆ 

     正月中、神前に供えておいたおそなえの鏡餅を下げ、雑煮か汁粉にして食べる行事。 

    江戸幕府でははじめ正月 20 日におこなっていたが、寛永年間以後 11 日に改め、武家の 

間に定型化した。武家では「御具足御鏡開」と称して、具足に供えておいた鏡餅(具足餅 

ともいう)をおろした。そのさい、刃物で切ることを忌み、槌を用い、手で打ち欠くのが 

しきたりで、縁起をかついで、このことを欠くとか切るとかいわずに、開くといった。 

また、この日おろした鏡餅の一部を干し餅にしてしまっておいて、六月一日の「歯がた 

め」のときに食べる習慣の地方もある。※引用者注記：東北日本では(6月 1 日に)「歯が 

ため」と称して、正月の餅をとっておいてアラレやカキモチにして食べる。これを食べる 

と、歯の根が固まるとか、体が丈夫になるなどといっている。 
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